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提携先 ヤマツル㈱ 記入日 2008/7/15 

登録消費材名 ワサビ漬 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

原材料の酒粕中に混入している、ジャッキの「ペンキ片」の混入があり、菊正宗酒造にス

テンレス製に替えて頂けないものかとお願いしていますが、まだ実現をみておりません。

その他に、今年は小石の混入もあり、先方に改善をお願いしているところです。 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

原材料の酒粕に、既に異物混入があり、作業中に発見したものは、全て取り出して先方に

送っています。一部はこちらで保管しています。 

小石については改善をしている様子ですが、引き続きお願いしていかなくてはなりません。
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

①ワサビ畑が減少(地下水が出なくなる)傾向にあり、発注量が辛うじて確保できるという

状態で、発注量に欠ける心配がありましたが、今のところワサビ畑の確保は出来ている方

向に戻ってきました。 

現在は、２軒の農場で生産していますが、穂高地区でさらに農場を確保することが、供給

量確保になります。新たな農場を探し始めます。 

②撹拌機の動きに問題がある時があり、モーター・ベルト・ヘラなどオーバーホールを実

施します。 
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提携先 ヤマツル㈱ 記入日 2008/7/15 

登録消費材名 やまごぼう味噌漬 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

昨年は、秋田県の産地での収量に不安はなかったのですが、本年度は原料の確保が精一杯

という状態に戻ってしまいました。収量に不安があります。 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

①直営農場の栽培日誌の提出を求めて提出されております。 

②残留農薬の検査は、収穫直後の１２月６日に実施しました。検出された農薬はありませ

ん。 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

①栽培日誌 

②残留農薬検査 

引き続き行ってまいります。 

③秋田県には、直営農場が確保されているものの、通年の供給量がギリギリという状態に

なっています。増産を行ってもらえるように努力してまいります。 

 



273 

 

提携先 ヤマツル㈱ 記入日 2008/7/15 

登録消費材名 しょうが甘酢漬 
 
Ⅰ．これまでに努力してきたことや､生産条件の限界性など 

指定原材料にしました。 

入荷のスライス状態にバラつきがあり、改善を求めました。 
 

Ⅱ．前年に努力したことへの評価(成果や課題) 

①スライスのバラつきは無くなっております。 

②残留農薬の検査は、１２月６日に実施しました。検出された農薬はありません。 
 

Ⅲ．上記の成果や課題につながる今年度の努力目標、または今年度の新たな努力目標 

①栽培日誌の提出を求めます。 

②残留農薬検査 

引き続き行ってまいります。 

 




